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平成 22年 3 月期第 2 四半期累計期間（連結・個別）業績予想との差異に関するお知らせ 

 

 平成 21 年 8月 4日に公表した平成 22年 3月期第 2 四半期累計期間（平成 21年 4月 1日～平成

21 年 9 月 30 日）の連結業績予想、及び平成 21年 5月 12 日に公表した平成 22年 3月期第 2四半

期累計期間の個別業績予想との差異について、下記のとおりお知らせいたします。 

なお、平成 22年 3月期通期の業績予想については、第 2四半期決算発表時に見直す予定です。 

 

記 

 

1． 業績予想との差異 

（1）連結 

 
売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

1 株当たり 

当期純利益 

 

前回発表予想 (A) 

百万円 

651,000 
百万円 

5,000 
百万円 

3,500 
百万円 

0 
円 銭 

0.00 

今回発表予想 (B) 665,000 16,000 13,500 4,000 2.86 

増減額  (B－ A) 14,000 11,000 10,000 4,000 ― 

増 減 率  (％ ) 2.2 220.0 285.7 ― ― 

(ご参考)前年同期実績 

(平成 21 年 3 月期) 
843,185 40,139 40,665 23,415 16.74 

（2）個別 

 
営業収益 営業利益 経常利益 当期純利益 

1 株当たり 

当期純利益 

 

前回発表予想 (A) 

百万円 

11,000 
百万円 

3,500 
百万円 

3,500 
百万円 

4,500 
円 銭 

3.22 

今回発表予想 (B) 11,500 5,000 6,000 7,000 5.01 

増減額  (B－ A) 500 1,500 2,500 2,500 ― 

増 減 率  (％ ) 4.5 42.9 71.4 55.6 ― 

 

2．差異の理由 

連結業績につきましては、昨年度発生した金融危機による製品需要の大幅な減少と、それに伴

う急激な在庫調整の影響が一服し、ケミカル事業の製品販売数量が回復傾向にあったことや経費

の減少、住宅事業においてコストダウンが順調に進捗したことなどから、前回発表予想との差異

が生じました。個別業績につきましても、経費の減少に加え、借入金利が想定よりも低く推移し

たことから、前回発表予想との差異が生じました。 

 

 

＊上記の連結業績予想及び個別業績予想には、本資料の発表日現在の将来に関する前提や見通し、計画に基づく

予想が含まれています。当該予想と実際の業績の間には、今後の様々な要因によって大きく差異が発生する可

能性があります。 

 

以 上 


